
人それぞれに異なるものの見方・考え方がある

認め合い学び合う心を

一つのものについても、見る角度によって見え方が違う。

世の中の出来事についても同じこと。

自分の見方や考え方だけが全てではない。

相手の立場や考え方を尊重しつつ

自分らしく行動するには

どのようにしたらよいだろうか。

自分と異なるものの見方や考え方と出会って印象に残っているのはどんなことですか。

認
め
合
い
学
び
合
う
心
を

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
り
、
個
性
が
あ
る
。

人
間
が
あ
る
物
事
を
見
る
と
き
、

初
め
か
ら
そ
の
全
体
を
知
り
尽
く
す
こ
と
は
難
し
く
、

自
分
な
り
の
角
度
や
視
点
か
ら
見
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
た
め
、

人
に
よ
っ
て
様
々
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
出
て
く
る
。

し
か
し
、

誰
も
が
自
分
の
意
見
だ
け
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
の
で
は
何
も
解
決
し
な
い
。

自
分
と
同
じ
よ
う
に
相
手
に
も
そ
の
立
場
か
ら
の
意
見
が
あ
り
、

そ
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
眺
め
れ
ば
、

き
っ
と
新
た
な
発
見
が
あ
る
。

互
い
の
個
性
や
立
場
を
尊
重
し
、

相
手
と
の
違
い
を
認
め
、
謙
虚
に
学
ぶ
こ
と
で
、

よ
り
良
い
解
決
方
法
が
見
つ
か
る
。

そ
し
て
、
自
分
自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

認
め
合
い
学
び
合
う
心
を

⑸

つ

だ
れ

な
が

た
が

け
ん 

き
ょ

ち
が
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他の人の立場や考えを
理解していない自分に
気付いた経験がありますか

いろいろな人の
ものの見方や考え方から学ぶことで

自分がより大きくなる
自分とは違うからこそ、学ぶ価値がある。

多くの人と出会い、関わり合う中で

自分では気付かなかった周囲の人のものの見方や考え方に謙虚に学ぶことは、

人間としての成長に大きく役立つだろう。

認め合い学び合う心を

あ
な
た
に
は

自
分
の
こ
と
を
他
の
人
に
分
か
っ
て
も
ら
え
ず
に

傷
付
い
た
経
験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

他
の
人
に
理
解
さ
れ
な
い
と
き
は

ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

相
手
が
理
解
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

反
対
に
、
自
分
が
相
手
の
考
え
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と

気
付
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

人
に
は
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
り
、
考
え
方
も
十
人
十
色
。

相
手
の
考
え
や
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら

人
間
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
の
は
難
し
い
こ
と
だ
け
ど
、

そ
れ
だ
け
に
互
い
に
理
解
し
合
え
た
と
き
に
は
、

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
。

異なる意見を尊重しつつ、自分も成長していくにはどうすればよいか、考えてみよう。
た
が

じ
ゅ
う
に
ん   

と  

い
ろ

ちが

けん  きょ

75 74
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己の知らざることは
何人にてもならうべし
山岡鉄舟

●江戸生まれ。江戸幕府の幕臣。明治時代の政治家。幕末、江戸
を目指して駿府まで来ていた西郷隆盛に、鉄舟一人で会いに行き、
江戸城の無血開城の交渉を行った。●明治維新後は徳川家ととも
に駿府に移るが、廃藩置県後には、新政府の下で権令などを務め
たほか、西郷隆盛の依頼で、明治天皇の侍従を１０年間務めた。
●幕末・維新の争乱で命を落とした人たちを弔うために東京谷中
に全生庵を建立した。

山岡鉄舟（やまおかてっしゅう） 1836～1888

この人に学ぶ

人物探訪人物探訪

column
この人のひと言この人のひと言

saying

あなたの見付けた言葉、考えたこと。

山岡鉄舟の書
「晴てよし　曇りてもよし　不二の山

元の姿は　かはらさりけり」

認め合い学び合う心を

　勝
海
舟
、義
兄
の
高
橋
泥
舟
と

と
も
に「
幕
末
の
三
舟
」と
言
わ
れ

た
江
戸
城
無
血
開
城
の
功
労
者
の

一人
、山
岡
鉄
舟
。

　十
五
歳
の
と
き
に
自
分
を
律

す
る
ル
ー
ル
を
作
り「
己
の
知
ら

ざ
る
こ
と
は
何
人
に
て
も
な
ら
う

べ
し
」や「
他
を
顧
し
て
自
分
の
善

ば
か
り
す
る
べ
か
ら
ず
」な
ど
を

実
践
し
た
。

　鉄
舟
は
、剣
の
達
人
、禅
を
極
め

た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、

書
の
名
人
と
し
て
、次
の
よ
う
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。

　あ
る
日
、門
人
た
ち
と
夜
祭
り

に
出
か
け
た
鉄
舟
は
露
天
商
に

「
こ
の
書
は
、か
の
山
岡
鉄
舟
先

生
の
書
か
れ
た
本
物
で
す
ぜ
。」

と
声
を
か
け
ら
れ
、書
を
の
ぞ
き

込
ん
で「
そ
う
か
、そ
れ
で
は
頂
こ

う
か
。」と
買
い
求
め
た
。

「
何
で
先
生
、こ
ん
な
偽
物
を
…
…
。」

と
い
う
門
人
に「
俺
よ
り
う
ま
い
。

こ
い
つ
を
手
本
に
す
る
よ
。」と
言
っ

た
。誰
か
ら
も
学
ぼ
う
と
い
う
謙

虚
さ
に
、門
人
た
ち
は
感
銘
を
受

け
た
と
い
う
。

　ま
た
あ
る
と
き
、牛
屋（
牛
肉
を

売
る
商
売
）が
看
板
の
字
を
書
い

て
欲
し
い
と
鉄
舟
の
と
こ
ろ
へ
や
っ

て
き
た
。門
人
た
ち
は
、恐
れ
多
く

も
先
生
に
店
の
看
板
を
書
か
せ
る

と
は
何
事
か
と
激
怒
し
牛
屋
を
と

が
め
て
い
た
と
こ
ろ
、鉄
舟
は「
構

わ
ん
よ
、俺
が
書
い
た
字
で
商
売
が

繁
盛
す
り
ゃ
結
構
だ
。
」と
言
っ
て

快
く
引
き
受
け
た
、と
勝
海
舟
が

彼
の
回
顧
録
で
語
って
い
る
。

　江
戸
城
開
城
に
あ
た
っ
て
、鉄

舟
は
幕
臣
と
し
て
西
郷
隆
盛
と
の

最
初
の
交
渉
相
手
と
な
っ
た
。そ

の
懸
命
の
訴
え
が
西
郷
と
勝
と
の

会
見
に
つ
な
が
り
、江
戸
の
町
を

戦
火
か
ら
救
う
こ
と
に
な
る
。

　西
郷
に
は
、そ
の
と
き
の
印
象

が
強
烈
だ
っ
た
ら
し
い
。

「
金
も
い
ら
ぬ
、名
誉
も
い
ら
ぬ
、命

も
い
ら
ぬ
人
」と
鉄
舟
の
そ
の
人

柄
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、後
年
、

自
身
の
無
欲
は
鉄
舟
の
生
き
方
に

学
ん
だ
と
回
顧
し
、「
始
末
に
悪
い

が
、そ
の
よ
う
な
人
で
な
け
れ
ば

天
下
の
偉
業
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な

い
。」と
も
語
って
い
る
。
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とむら や   なか

一つの立場を選んではならぬ。
一つの思想を選んではならぬ。
選べば、君はその視座からしか、
人生を眺められなくなる。   
                                       ジッド

■アンドレ・ジッド（1869～1951）
フランスの小説家。『狭き門』など。

なが

君子は和して同ぜず。
小人は同じて和せず。
　　　　　　　　　　　　　孔子

古代中国の思想家。言行録『論語』。
■こうし（前 551～前 479）

しょう   じん

互いの知識を持ち寄り、
互いに許し合わなければならない。
たった一人の者が見解を異にしたとしても
この者を大目に見なければならない。
　　　　　　　　　　　　　ヴォルテール

フランスの啓蒙思想家。
■ヴォルテール（1694～1778）

たが

          ぜん  しょう  あん        こん りゅう

おのれ

 なん     ぴと

77 76



629
：わーいわーい！祭りだ！！祭りだ！！！

630
：A，ありがとう！うれしすぎる。

631
：チームが優勝するのも久々だもんなー。

　　  今
日は最高の夜だ！！！！！！

632
：（

>□<）喜ビームっ ̃̃̃̃
。

633
：明日，どっかのスポーツニュースでも映像くるでしょ。

　　  楽
しみだな。

634
：とりあえず A のコメントが聞きたい。

     
  まだだよね？

635
：ずっと応援してきたので，号泣です。。。

　　
A，おめでとう，そしてありがとう。

636
：いま見てきた。

　　  あ
そこであれを決められるのは A くらいでしょ。

637
：オレも見た。

　　 きわどかったな。

638
：今日はいい夢見られそう。

　　
ヽ (*´

∀｀*)ﾉ 
おやすみなさ～い♪

639
：A，大好きだよ～♡♡♡

640
：きわどいゲームだったみたいだから，A の得点は大きい。

640
：きわどいゲームだったみたいだから，A の得点は大きい。

641
：前半はずっとおされっぱなし。

641
：前半はずっとおされっぱなし。

後半，相手がバテたところで A がうまくマークを外した。

後半，相手がバテたところで A がうまくマークを外した。

642
：＞＞636

373
：おめでとう！！！！！！

374
：A 選手，やったね！

375
：チームが勝って A のゴール付き。

　　  最
高だな。

376
：A，おめでとう。ファンのみんなもおめでとう。

377
：久々にゴール決めてくれたな。ちょっと感動した。

　　  や
ばい，泣けてきた。

378
：優勝おめでとう。A があそこで決めてくれたのは大きかった。

     
   A

のゴール，すごくよかった。さすがだよ。

379
：♪♪ｖ(⌒ｏ⌒)ｖ♪♪イエーイ

380
：早く映像見たい！！

381
：みんな興奮しすぎ。まあまあ，落ち着いて。

　　  気
持ちはわかるけどＯ(≧∇≦)Ｏ

382
：＼（

＾ ＾）／ バンザーイ

383
：A，かっこいい！！！

384
：A が決めたのって，決勝点？

385
：＞＞377

  　
　ずっと不調だったからなあ。オレも感動したよ。

386
：とにかく A の調子が戻ってきてよかった。

　　  も
う怪我するなよ！

387
：みんな、オメ ( ^_

^)ｏ
-ｏ<※ ☆ パンッ

388
：盛り上がってきたね。

389
：確かに怪我のあと，パッとしなかったな。

　　  こ
れで完全復活だ！！

390
：378

さんは，映像見たってことですか？

391
：A がこの調子でいってくれたら来シーズンも期待できる。

392
：ウォォォ━━☆━━（

・`∀・´）━
━☆━━ッッ !!!!

704：それ，どこにある？

635
：ずっと応援してきたので，号泣です。。。

704：それ，どこにある？

635
：ずっと応援してきたので，号泣です。。。

A，おめでとう，そしてありがとう。

704：それ，どこにある？

A，おめでとう，そしてありがとう。

636
：いま見てきた。

704：それ，どこにある？

636
：いま見てきた。

　　  あ
そこであれを決められるのは A くらいでしょ。

704：それ，どこにある？　　  あ
そこであれを決められるのは A くらいでしょ。

637
：オレも見た。

704：それ，どこにある？
637

：オレも見た。

きわどかったな。

704：それ，どこにある？
きわどかったな。

638
：今日はいい夢見られそう。

704：それ，どこにある？

638
：今日はいい夢見られそう。

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

　　705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

　　

636
：いま見てきた。

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

636
：いま見てきた。

　　  あ
そこであれを決められるのは A くらいでしょ。

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

　　  あ
そこであれを決められるのは A くらいでしょ。

637
：オレも見た。

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

637
：オレも見た。

きわどかったな。
705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

きわどかったな。

638
：今日はいい夢見られそう。

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

638
：今日はいい夢見られそう。

ヽ (*´
∀｀*)ﾉ 

おやすみなさ～い♪
705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

ヽ (*´
∀｀*)ﾉ 

おやすみなさ～い♪

639
：A，大好きだよ～♡♡♡

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。639
：A，大好きだよ～♡♡♡

640
：きわどいゲームだったみたいだから，A の得点は大きい。

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。
640

：きわどいゲームだったみたいだから，A の得点は大きい。

641
：前半はずっとおされっぱなし。

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

641
：前半はずっとおされっぱなし。

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

後半，相手がバテたところで A がうまくマークを外した。
705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

後半，相手がバテたところで A がうまくマークを外した。

389
：確かに怪我のあと，パッとしなかったな。

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

389
：確かに怪我のあと，パッとしなかったな。

640
：きわどいゲームだったみたいだから，A の得点は大きい。

389
：確かに怪我のあと，パッとしなかったな。

640
：きわどいゲームだったみたいだから，A の得点は大きい。

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。
640

：きわどいゲームだったみたいだから，A の得点は大きい。

389
：確かに怪我のあと，パッとしなかったな。

640
：きわどいゲームだったみたいだから，A の得点は大きい。

　　  こ
れで完全復活だ！！

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。　　  こ
れで完全復活だ！！

641
：前半はずっとおされっぱなし。

　　  こ
れで完全復活だ！！

641
：前半はずっとおされっぱなし。

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

641
：前半はずっとおされっぱなし。

　　  こ
れで完全復活だ！！

641
：前半はずっとおされっぱなし。

390
：378

さんは，映像見たってことですか？

705：A の今後がますます楽しみになってきたな。
390
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さんは，映像見たってことですか？

後半，相手がバテたところで A がうまくマークを外した。

390
：378

さんは，映像見たってことですか？

後半，相手がバテたところで A がうまくマークを外した。
705：A の今後がますます楽しみになってきたな。

後半，相手がバテたところで A がうまくマークを外した。

390
：378

さんは，映像見たってことですか？

後半，相手がバテたところで A がうまくマークを外した。706：ところで移籍の噂はどうなった？

　　  あ
そこであれを決められるのは A くらいでしょ。

706：ところで移籍の噂はどうなった？

　　  あ
そこであれを決められるのは A くらいでしょ。

637
：オレも見た。706：ところで移籍の噂はどうなった？

637
：オレも見た。

　　 

706：ところで移籍の噂はどうなった？

　　 

638
：今日はいい夢見られそう。706：ところで移籍の噂はどうなった？

638
：今日はいい夢見られそう。

ヽ (*´
∀｀*)ﾉ 

おやすみなさ～い♪706：ところで移籍の噂はどうなった？
ヽ (*´

∀｀*)ﾉ 
おやすみなさ～い♪

639
：A，大好きだよ～♡♡♡

706：ところで移籍の噂はどうなった？
639

：A，大好きだよ～♡♡♡

640
：きわどいゲームだったみたいだから，A の得点は大きい。

706：ところで移籍の噂はどうなった？

640
：きわどいゲームだったみたいだから，A の得点は大きい。

641
：前半はずっとおされっぱなし。

706：ところで移籍の噂はどうなった？

641
：前半はずっとおされっぱなし。

707：映像見たけど，A, スゲー。

　　 

707：映像見たけど，A, スゲー。

　　 

638
：今日はいい夢見られそう。

707：映像見たけど，A, スゲー。

638
：今日はいい夢見られそう。

ヽ (*´
∀｀*)ﾉ 

おやすみなさ～い♪

707：映像見たけど，A, スゲー。

ヽ (*´
∀｀*)ﾉ 

おやすみなさ～い♪

639
：A，大好きだよ～♡♡♡

707：映像見たけど，A, スゲー。
639

：A，大好きだよ～♡♡♡

640
：きわどいゲームだったみたいだから，A の得点は大きい。

707：映像見たけど，A, スゲー。

640
：きわどいゲームだったみたいだから，A の得点は大きい。

708：(*^ ーﾟ)b ｸﾞｯｼﾞｮﾌﾞ!!　　

708：(*^ ーﾟ)b ｸﾞｯｼﾞｮﾌﾞ!!　　

639
：A，大好きだよ～♡♡♡708：(*^ ーﾟ)b ｸﾞｯｼﾞｮﾌﾞ!!

639
：A，大好きだよ～♡♡♡

709：＞＞706そろそろありそうですよね。

709：やっぱり
A がチームの柱♡。今シーズンはいまいちだったか

認め合い学び合う心を

言
葉
の
向
こ
う
に

　夜
中
に
、は
っ
と
目
が
覚
め
た
。
す
ぐ
に
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
出
し
て
リ
ビ
ン
グ
へ
降
り
、パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
つ
け
る
。

画
面
の
光
が
部
屋
の
片
隅
に
ま
ぶ
し
く
広
が
っ
た
。

　私
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
フ
ァ
ン
。
特
に
エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
の
Ａ
選
手
が
大
好
き
。
ち
ょ

う
ど
今
頃
、
向
こ
う
で
や
っ
て
い
る
決
勝
の
試
合
が
終
わ
っ
た
は
ず
。
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
試
合
結
果
が
分
か
る
サ
イ
ト

を
ク
リ
ッ
ク
し
た
。

「
や
っ
た
、
勝
っ
た
。
Ａ
選
手
、
ゴ
ー
ル
決
め
て
る
。」

　思
わ
ず
声
が
出
て
し
ま
っ
た
。
大
声
出
し
た
ら
家
族
が
起
き
ち
ゃ

う
。
そ
っ
と
一
人
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。

　み
ん
な
も
う
知
っ
て
る
か
な
。
い
つ
も
の
よ
う
に
日
本
の
フ
ァ
ン

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
。
画
面
に
は
、「
お
め
で
と
う
」
の
文
字

が
あ
ふ
れ
て
る
。
み
ん
な
喜
ん
で
る
。
う
れ
し
く
て
胸
が
一
杯
に
な
っ

た
。
私
も
す
ぐ
に
「
お
め
で
と
う
」
と
書
き
込
ん
で
続
け
た
。

「
Ａ
選
手
や
っ
た
ね
。
ず
っ
と
不
調
で
心
配
だ
っ
た
よ
。
シ
ュ
ー
ト

　シ
ー
ン
が
見
た
い
。」

　す
る
と
、
す
ぐ
に
誰
か
が
返
事
を
く
れ
た
。

「
そ
れ
な
ら
、
観
客
席
で
撮
影
し
て
く
れ
た
人
の
が
見
ら
れ
る
よ
。

　ほ
ら
、
こ
こ
に
。」

「
Ａ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
来
て
る
。
翻
訳
も
付
け
て
く
れ
て
る
。
感
動
す
る
よ
。」

　画
面
が
言
葉
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
く
。
私
は
夢
中
で
教
え
て
く
れ
た
サ
イ
ト
を
次
々
に
見
に
行
っ
た
。

　学
校
で
も
サ
ッ
カ
ー
の
話
を
す
る
け
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
サ
ッ
カ
ー
の
フ
ァ
ン
は
男
子
が
多
い
。
私
が
Ａ
選
手
を
か
っ

こ
い
い
よ
ね
、
っ
て
言
っ
て
も
女
子
同
士
で
は
あ
ん
ま
り
盛
り
上
が
ら
な
い
。
寂
し
か
っ
た
け
ど
、
今
は
違
う
。
ネ
ッ

ト
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、
フ
ァ
ン
仲
間
が
一
杯
。
も
ち
ろ
ん
顔
も
知
ら
な
い
人
た
ち
だ
け
ど
。
今
こ
の
瞬
間
、
遠
く
の

誰
か
が
私
と
同
じ
感
動
を
味
わ
っ
て
る
。
な
ん
か
不
思
議
、
そ
し
て
う
れ
し
い
。
気
が
付
く
と
も
う
す
ぐ
朝
。
続
き
は

ま
た
今
夜
に
し
よ
う
。

　今
日
は
部
活
の
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
長
か
っ
た
。
家
へ
帰
る
と
、
食
事
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
た
母
に
、

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
。」

と
言
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
た
。
優
勝
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
か
、
も
っ
と
詳
し
く
読
め
る
か
な
。
楽
し
み
。

「
Ａ
は
最
低
の
選
手
。
あ
の
ゴ
ー
ル
前
は
フ
ァ
ー
ル
だ
よ
、
ず
る
い
や
つ
。」

　開
い
た
画
面
か
ら
飛
び
込
ん
で
き
た
言
葉
に
、
胸
が
ど
き
っ
と
し
た
。
何
、
こ
れ
。

「
人
気
が
あ
る
か
ら
優
遇
さ
れ
て
る
ん
だ
ろ
。
大
し
て
才
能
な
い
の
に
ス
タ
ー
気
取
り
だ
か
ら
な
。」

　ひ
ど
い
言
葉
が
続
い
て
る
。
読
み
進
む
う
ち
に
顔
が
火
照
っ
て
く
る
の
が
分
か
っ
た
。

　怒
り
で
一
杯
に
な
っ
て
夢
中
で
キ
ー
ボ
ー
ド
に
向
か
っ
た
。
フ
ァ
ン
サ
イ
ト
に
悪
口
を
書
く
な
ん
て
。

「
負
け
惜
し
み
な
ん
て
最
低
。
悔
し
か
っ
た
ら
、
そ
っ
ち
も
ゴ
ー
ル
決
め
た
ら
。」

　す
る
と
、
ま
た
次
々
に
反
応
が
あ
っ
た
。

「
向
こ
う
の
新
聞
に
も
、Ａ
の
プ
レ
イ
が
荒
い
っ
て
、
批
判
が
出
て
る
。
お
前
、
英
語
読
め
な
い
だ
ろ
。」

「
Ａ
の
フ
ァ
ン
な
ん
て
、
サ
ッ
カ
ー
知
ら
な
い
や
つ
ば
っ
か
り
。
ゴ
ー
ル
シ
ー
ン
し
か
見
て
な
い
ん
だ
な
。」

「
Ａ
は
、
わ
が
ま
ま
振
り
が
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か
ら
も
嫌
わ
れ
て
る
ん
だ
よ
。」
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　必
死
で
反
論
す
る
私
の
言
葉
も
、
段
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
。
で
も
絶
対
負
け
ら
れ
な
い
。

「
加
奈
子
、
い
い
加
減
に
し
な
さ
い
。
食
事
は
ど
う
す
る
の
。」

　母
の
怒
っ
た
声
。
は
っ
と
気
付
い
て
時
計
を
見
た
。
も
う
一
時
間
も
た
っ
て
る
。

「
加
奈
ち
ゃ
ん
、
パ
ソ
コ
ン
は
時
間
を
決
め
て
や
る
約
束
よ
。」

　ず
っ
と
待
た
さ
れ
て
い
た
母
は
不
機
嫌
そ
う
だ
。

「
ご
め
ん
ご
め
ん
。
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
た
ら
つ
い
長
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。」
　

「
そ
う
な
の
。
な
ん
だ
か
こ
わ
い
顔
し
て
た
わ
よ
。
加
奈
ち
ゃ
ん
、
こ
っ
ち
に
顔
を
向
け
て
話
し
な
さ
い
。」

「
は
あ
い
、
分
か
り
ま
し
た
。
ち
ゃ
ん
と
時
間
守
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
の
御
飯
お
い
し
い
よ
ね
。」

　そ
う
言
い
な
が
ら
も
、
私
の
頭
は
Ａ
選
手
へ
の
あ
の
ひ
ど
い
コ
メ
ン
ト
の
こ
と
で
一
杯
だ
っ
た
。

「
ま
っ
た
く
調
子
い
い
ん
だ
か
ら
。
で
も
ね
、
ほ
ん
と
か
ど
う
か
目
を
見
れ
ば
分
か
る
の
よ
。」

　私
は
思
わ
ず
顔
を
上
げ
て
母
を
見
つ
め
た
。
そ
の
表
情
が
お
か
し
か
っ
た
の
か
、
母
が
ぷ
っ
と
吹
き
出
し
た
。
つ
ら

れ
て
私
も
笑
っ
た
。
急
に
お
な
か
が
す
い
て
き
ち
ゃ
っ
た
。

　食
事
の
後
、
サ
イ
ト
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
気
に
な
っ
て
、
恐
る
恐
る
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て
み
た
。

「
こ
こ
に
Ａ
選
手
の
悪
口
を
書
く
人
も
マ
ナ
ー
違
反
だ
け
ど
、
い
ち
い
ち
反
応
し
て
、
ひ
ど
い
言
葉
を
向
け
て
る
人
、

　フ
ァ
ン
と
し
て
恥
ず
か
し
い
で
す
。
中
傷
を
無
視
で
き
な
い
人
は
こ
こ
に
来
な
い
で
。」

　え
え
ー
っ
。
な
ん
で
私
が
非
難
さ
れ
る
の
。
Ａ
選
手
を
必
死
で
か
ば
っ
て
る
の
に
。

「
Ａ
選
手
の
悪
口
を
書
か
れ
て
黙
っ
て
い
ろ
っ
て
言
う
ん
で
す
か
。
こ
ん
な
こ
と
書
か
れ
た
ら
、
見
た
人
が
Ａ
選
手
の

　こ
と
を
誤
解
し
て
し
ま
う
よ
。」

「
あ
な
た
の
ひ
ど
い
言
葉
も
見
ら
れ
て
ま
す
。
読
ん
だ
人
は
、
Ａ
選
手
の
フ
ァ
ン
は
そ
う
い
う
感
情
的
な
人
た
ち
だ
っ

　て
思
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
。
中
傷
す
る
人
た
ち
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
争
わ
な
い
で
。」

　な
ん
で
私
が
責
め
ら
れ
る
の
か
全
然
分
か
ら
な
い
。
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
つ
手
が
震
え
た
。

「
だ
っ
て
悪
い
の
は
悪
口
書
い
て
く
る
人
で
し
ょ
。
ほ
っ
と
け
っ
て
言
う
ん
で
す
か
。」

「
挑
発
に
乗
っ
ち
ゃ
駄
目
。
一
緒
に
中
傷
し
合
っ
た
ら
き
り
が
な
い
よ
。」

　優
勝
を
喜
び
合
っ
た
仲
間
な
の
に
。
遠
く
の
み
ん
な
と
つ
な
が
っ
て
る
っ
て
、
今
朝
は
あ
ん
な
に
実
感
で
き
た
の

に
。
何
だ
か
突
然
真
っ
暗
な
世
界
に
一
人
突
き
落
と
さ
れ
た
み
た
い
だ
。

　も
う
見
た
く
な
い
。
こ
れ
で
最
後
。
と
、
も
う
一
度
画
面
を
更
新
し
た
。

「
ま
あ
み
ん
な
、
そ
ん
な
き
つ
い
言
い
方
す
る
な
よ
。
ネ
ッ
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
難
し
い
よ
な
。
自
分
も

　ど
う
し
た
ら
い
い
か
な
っ
て
、
悩
む
こ
と
よ
く
あ
る
。
失
敗
し
た
な
ー
っ
て
と
き
も
。」

「
匿
名
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
な
た
が
書
い
た
言
葉
の
向
こ
う
に
い
る

　人
々
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て
。」

　え
っ
、
顔
。
思
わ
ず
私
は
も
う
一
度
読
み
直
し
た
。
そ
し
て
画

面
か
ら
目
を
離
す
と
椅
子
の
背
に
も
た
れ
て
考
え
た
。

　そ
う
だ…

…

。
駄
目
だ
な
あ
。
何
で
字
面
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て

い
た
ん
だ
ろ
う
。
一
番
大
事
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
け
ど
。

　私
は
立
ち
上
が
り
、
リ
ビ
ン
グ
の
窓
を
大
き
く
開
け
、
思
い
っ

き
り
外
の
空
気
を
吸
っ
た
。

「
加
奈
ち
ゃ
ん
。
調
べ
物
は
も
う
終
わ
っ
た
の
。」

台
所
か
ら
母
の
声
が
す
る
。

「
調
べ
物
じ
ゃ
な
い
の
。
す
ご
い
こ
と
発
見
し
ち
ゃ
っ
た
。」

私
は
、
明
る
い
声
で
母
に
言
っ
た
。

認め合い学び合う心を

13.12.19=2

感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
。
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相手の善意や支えに気付くこと

人
々
の
善
意
や
支
え
に
応
え
た
い

人々の善意や支えに応えたい

私
た
ち
は
、
助
け
合
い
、
協
力
し
合
っ
て
生
き
て
い
る
。

こ
の
世
の
中
を
支
え
、
円
滑
に
動
か
し
て
い
る
の
は
、

「
感
謝
の
心
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

感
謝
の
心
を
表
し
、
互
い
に
届
け
合
う
こ
と
で

温
か
く
、
潤
い
の
あ
る
人
間
関
係
が
築
か
れ
る
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
人
、

社
会
の
中
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
、

さ
ら
に
は

私
た
ち
を
育
ん
で
く
れ
る
自
然
の
恵
み
、

様
々
な
人
や
環
境
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

素
直
に
表
し
、
伝
え
た
い
。

そ
し
て
、
自
分
も
誰
か
を
支
え
る
存
在
に
な
っ
て
い
き
た
い
。

思い浮かべてみよう。

自分の生活が、

どんな人たちに支えられているか。

自分が

誰をどんなふうに

支えることができているか。

なぜ人は自分を支えてくれるのか、考えてみよう。

なぜ感謝の気持ちをうまく表現できないことがあるのか、考えてみよう。

人
々
の
善
意
や
支
え
に
応
え
た
い

⑹

え
ん 
か
つ

た
が

う
る
お

め
ぐ

か
ん
き
ょ
う

す   

な
お

だ
れ

う
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伝
え
ら
れ
な
か
っ
た「
あ
り
が
と
う
」

「ありがとう」の思いを込めて

人々の善意や支えに応えたい

い
っ
ぱ
い
言
っ
と
け
ば
よ
か
っ
た

あ
り
が
と
う
。

あ
り
が
と
う
。

あ
り
が
と
う
。

あ
り
が
と
う
。

あ
り
が
と
う
。

ま
だ
足
り
な
い
、
百
回
、
い
や
千
回
、

も
っ
と
も
っ
と
、
で
も
ま
だ
足
り
な
い
。

お
父
さ
ん
が
生
き
て
い
た
間
に
い
っ
ぱ
い
言
っ
と
け
ば
よ
か
っ
た
。

「ありがとう」

伝えたいけど何だか照れくさい。

「ありがとう」

口にすれば何だか恩着せがましい。

「ありがとう」

その言葉だけでは伝えられないものがある。

そう思っているあなた。

伝えられなかった「ありがとう」が迷子になっていませんか。

伝えられてうれしかった「ありがとう」を書いてみよう。

伝えたい「ありがとう」について考えてみよう。

（
十
七
歳
・
女
子
）

こ

85 84
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平
成
二
十
五（
二
〇
一
三
）年
一

月
、初
場
所
前
、私
は「
幕
下
に
落
ち

た
ら
引
退
す
る
」と
公
言
し
自
分
を

奮
い
立
た
せ
ま
し
た
。こ
の
場
所
、東

十
両
十
二
枚
目
。負
け
越
せ
ば
幕
下

陥
落
で
す
。

　
し
か
し
十
三
日
目
で
四
勝
九
敗
、

新
聞
に
は「
高
見
盛
引
退
へ
」と
い

う
記
事
が
載
り
ま
し
た
。そ
の
日
の

夜
、年
末
に
胸
椎
の
大
手
術
を
し
て

入
院
中
の
師
匠
東
関
親
方
は
、引

退
を
心
配
す
る
後
援
会
の
方
に「
い

や
、サ
カ
リ
が
ま
だ
や
る
と
言
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
。」と
、答
え
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。世
間
が
私
の

引
退
を
決
め
付
け
て
い
る
中
、私
の

意
志
を
大
事
に
し
て
く
れ
た
の
で

し
た
。入
院
先
か
ら
毎
日
、激
励
の

メ
ー
ル
を
送
って
く
れ
ま
し
た
。

　
私
は
子
供
の
頃
か
ら
体
は
大
き

か
っ
た
の
で
す
が
、気
が
弱
く
、不
器

用
で
、よ
く
同
級
生
に
か
ら
か
わ
れ

ま
し
た
。弱
虫
と
い
う
か
、い
じ
め
ら

れ
て
た
わ
け
で
す
ね
。

　
小
学
校
四
年
生
の
と
き
、見
か
ね

た
担
任
の
先
生
が
、自
信
を
つ
け
さ

せ
よ
う
と
私
を
相
撲
部
に
入
れ
ま

し
た
。中
学
横
綱
に
な
り
、相
撲
の

強
い
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
が
、そ

こ
で
も
不
器
用
で
周
囲
に
迷
惑
の
か

け
っ
ぱ
な
し
。し
か
し
、監
督
や
先
輩

が
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。大
学
の
相

撲
部
で
も
、同
じ
で
し
た
。

　
そ
の
間
、つ
ら
く
て
相
撲
を
辞
め

よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
二
度
あ
り
ま

す
。そ
の
と
き「
辞
め
る
の
は
いつ
で

も
で
き
る
か
ら
、も
う
一日
頑
張
って

み
れ
。」と
母
が
言
って
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
が
な
か
っ
た
ら
、青
森
に

戻
って
い
た
で
し
ょ
う
ね
。

　
千
秋
楽
、私
は
引
退
を
決
心
し

ま
し
た
。

　
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
ほ
っ
と
し

た
と
き
、私
は
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ

な
人
に
支
え
ら
れ
て
今
日
を
迎
え

た
こ
と
に
、改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

　
相
撲
で
も
う
一日
頑
張
れ
と
背
中

を
押
し
て
く
れ
た
母
、病
床
の
親
方
、

先
輩
や
先
生
、そ
し
て
力
士
の
仲
間

た
ち
。不
器
用
な
自
分
を
支
え
て

く
れ
た
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
顔
が
、

支
度
部
屋
で
浮
か
ん
で
き
た
の
で
す
。

　
不
器
用
な
性
格
は
直
り
ま
せ
ん

が
、こ
れ
か
ら
は
、こ
れ
ま
で
の
恩
返

し
を
し
な
が
ら
、い
ろ
い
ろ
な
善
意
や

支
え
に
気
付
き
、感
謝
の
気
持
ち
を

し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る
よ
う
心
掛
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

不器用な自分を支えてくれた
全ての人に感謝したい。
振分精彦（元小結高見盛）

●青森県出身。日本相撲協会年寄。元大相撲力士
高見盛。小学校４年生から相撲を始め、中学横綱、
高校では国体少年の部優勝、大学４年のときアマ
チュア横綱。●平成１１（１９９９）年春場所幕下付
出で初土俵。平成１２（２０００）年初場所新十両、
名古屋場所で新入幕。最高位小結。平成２５（２０
１３）年初場所後引退、年寄振分を襲名した。

振分精彦（ふりわけせいけん）1976～

この人に学ぶ

この人のひと言

■すずき だいせつ（1870～1966）
仏教学者。『日本的霊性』『禅と日本文化』など。

■ジョン・F・ケネディ（1917～1963）
第35代アメリカ合衆国大統領。

感謝を言葉や態度で表すことを後延ばしにすることのないように
自分を訓練しなさい。
　　　　　　　　　　　　　シュヴァイツァー

おかげさまは、
人間でなくては十分に体験せられぬのである。
　　　　　　　　　　　　　鈴木大拙

感謝の念を表すときの最も崇高な方法は
ただ言葉にするのではなく、
行動で表すことだということを忘れてはいけない。
　　　　　　　　　　　　　ケネディ

■アルベルト・シュヴァイツァー（1875～1965）
アルザス地方（当時はドイツ、現在はフランス）出身
の哲学者、医師。

あなたの見付けた言葉、考えたこと。

メッセージメッセージ

message

現役時代の振分親方（高見盛）

人々の善意や支えに応えたい

この人のひと言

saying

20131219＝6稿
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人々の善意や支えに応えたい
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　私
は
故
郷
の
Ｋ
町
に
向
か
っ
た
。
一
人
暮
ら
し
の
母
が
脳
卒
中
で
倒
れ
、
町
の
病
院
に
運
ば
れ
た
と
連
絡
が
入
っ
た

か
ら
だ
。

　Ｆ
駅
で
新
幹
線
を
降
り
、
小
雪
の
ち
ら
つ
く
在
来
線
ホ
ー
ム
で
な
か
な
か
来
な
い
電
車
を
待
っ
て
い
た
。
家
路
を
急

ぐ
人
た
ち
の
中
で
、
自
分
の
周
り
だ
け
空
気
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　や
っ
と
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
き
た
電
車
に
乗
り
込
む
と
、
一
番
隅
の
座
席
に
身
を
沈
め
た
。

　動
き
始
め
た
電
車
の
揺
れ
を
体
に
感
じ
な
が
ら
、
目
を
閉
じ
て
い
る
と
、
朝
か
ら
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
た
。
撮
影

現
場
に
出
掛
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
電
話
が
入
っ
た
。
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
と
り
あ
え
ず
監
督
に
だ

け
事
情
を
話
し
て
急
い
で
東
京
を
出
て
き
た
。

　私
は
Ｋ
町
で
生
ま
れ
た
。
父
は
、
私
が
幼
い
頃
に
亡
く
な
り
、
母
は
女
手
一
つ
で
私
を
育
て
た
。
高
校
を
卒
業
す
る

と
、
俳
優
を
目
指
し
て
一
人
上
京
し
た
。
幸
い
劇
団
の
研
修
生
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
演
技
の
練
習
の
合
間
に
は
、

食
べ
る
た
め
に
夜
昼
と
な
く
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
金
を
稼
い
だ
。
よ
う
や
く
端
役
で
は
あ
る
が
、
仕
事
を
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
、
少
し
ず
つ
映
画
や
テ
レ
ビ
に
も
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
に
は
、
三
十
も
半
ば
を
過
ぎ
て
い
た
。
今
で

は
、
一
人
暮
ら
し
な
ら
何
と
か
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　　そ
う
い
え
ば
、
母
の
所
へ
帰
っ
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
母
の
声
を
聞
い
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
の
か
。
思
い
出

せ
な
い
。
母
は
、
い
く
つ
に
な
っ
た
だ
ろ
う…

…

。

「…
…

七
十
歳
に
な
る
の
か
。」

　窓
の
外
は
暗
い
。
小
さ
な
明
か
り
だ
け
が
ち
ら
ち
ら
と
点
滅
し
て
去
っ
て
行
く
。

　

「
命
に
別
状
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」

　私
は
コ
ー
ト
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
手
を
強
く
握
り
締
め
た
。

　ふ
と
気
が
付
く
と
、
車
両
に
は
数
人
し
か
乗
っ
て
い
な
い
。

　Ｋ
駅
の
階
段
を
駆
け
下
り
、
雪
が
一
段
と
激
し
く
舞
う
中
を
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
急
い
だ
。

開
い
た
ド
ア
に
身
を
滑
り
込
ま
せ
る
と
、
ド
ア
が
ま
だ
閉
ま
り
切
ら
な
い
う
ち
に
、

「
町
立
病
院
に
急
い
で
く
だ
さ
い
。」

と
、
告
げ
た
。

　私
の
た
だ
な
ら
ぬ
様
子
を
察
し
た
の
か
、
運
転
手
は
返
事
を
し
て
ち
ら
っ
と
私
を
見
た
。

　病
院
に
近
付
く
と
、
運
転
手
は
、

「
正
面
は
閉
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
夜
間
入
口
に
回
し
ま
し
ょ
う
。」

と
言
う
。
礼
を
言
っ
て
タ
ク
シ
ー
か
ら
降
り
る
と
、
受
付
で
、
名
前
を
告
げ
て
病
室
を
聞
い
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
た
私
は
、
病
室
の
前
で
少
し
た
め
ら
っ
て
、
ド
ア
に
手
を
掛
け
た
。

　私
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
母
の
姿
だ
っ
た
。
ベ
ッ
ド
の
向

こ
う
に
座
っ
て
い
た
老
夫
婦
が
同
時
に
立
ち
上
が
っ
た
。

「
母
は…

…

、
ど
う
で
す
か
。」

「
大
丈
夫
。
命
に
別
状
は
な
い
そ
う
よ
。」

　ひ
そ
や
か
な
声
で
お
ば
さ
ん
は
答
え
た
。

「
今
は
も
う
、
落
ち
着
い
て
眠
っ
て
い
る
。」

　お
じ
さ
ん
は
、
私
の
顔
を
見
つ
め
て
言
っ
た
。

　私
は
大
き
く
息
を
吐
い
た
。

帰

　郷
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上
京

東
京
へ
行
く
こ
と
。
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「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　私
は
た
だ
、
頭
を
下
げ
続
け
た
。

「
研
ち
ゃ
ん
、
か
ば
ん
を
置
い
て
、
お
座
り
よ
。
疲
れ
た
だ
ろ
う
。」

　お
ば
さ
ん
は
、
そ
う
言
っ
て
、
自
分
の
座
っ
て
い
た
椅
子
を
持
っ
て
き
た
。

「
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
。
何
か
ら
何
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
二
人
こ
そ
お

　疲
れ
で
し
ょ
う
。
今
夜
は
僕
が
い
ま
す
か
ら
、
も
う
、
お
う
ち
で
休
ん
で
く
だ
さ
い
。」

　老
夫
婦
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ま
で
見
送
り
、
病
室
に
戻
ろ
う
と
し
て
、
廊
下
の
明
か
り
が
落
と
し
て
あ
る
の
に
気
が
付

い
た
。
腕
時
計
を
見
る
と
十
時
を
回
っ
て
い
る
。

　病
室
に
戻
っ
て
改
め
て
母
の
顔
を
見
る
。
母
の
顔
に
苦
痛
は
な
く
、
寝
息
は
穏
や
か
だ
。

　翌
朝
、
夜
の
う
ち
に
降
っ
た
雪
が
一
面
に
白
い
世
界
を
つ
く
り
、
朝
日
に
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
た
。

　私
が
ま
ど
ろ
み
か
ら
目
を
覚
ま
す
と
、
母
が
見
つ
め
て
い
た
。

「
研
一
。
心
配
か
け
た
ね
。」

　気
丈
な
母
の
声
と
は
思
え
ぬ
弱
々
し
い
声
だ
っ
た
。

「
何
言
っ
て
る
ん
だ
。」

　私
が
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
と
き
、
老
夫
婦
が
入
っ
て
き
た
。

「
研
ち
ゃ
ん
、
朝
御
飯
、
ま
だ
だ
ろ
う
。」

と
言
っ
て
、
岡
持
ち
か
ら
皿
を
出
し
た
。

「
朝
御
飯
ら
し
く
な
い
け
ど
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
だ
よ
。
子
供
の
頃
好
き
だ
っ
た
よ
ね
。」

　老
夫
婦
は
、
私
た
ち
親
子
が
住
み
込
み
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
中
華
料
理
店
を
経
営
し
て
い
た
。

　お
じ
さ
ん
は
自
分
た
ち
の
ま
か
な
い
を
作
る
と
き
は
、
私
の
食
事
も
必
ず
作
っ
て
く
れ
た
。
お
じ
さ
ん
に
、

「
研
ち
ゃ
ん
、
今
日
の
ま
か
な
い
何
に
し
よ
う
か
。」

と
尋
ね
ら
れ
る
と
、
い
つ
も
、

「
チ
ャ
ー
ハ
ン
。」

と
、
答
え
た
も
の
だ
っ
た
。

　老
夫
婦
は
す
で
に
店
を
た
た
ん
で
年
金
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
母
が
そ
の
店
を
借
り
て
小
さ
な
居
酒
屋
を
開
い
た
と

き
も
何
か
と
力
に
な
っ
て
く
れ
た
と
母
は
手
紙
で
知
ら
せ
て
き
た
。
そ
の
老
夫
婦
が
、
私
の
好
き
で
あ
っ
た
チ
ャ
ー
ハ

ン
を
朝
か
ら
作
っ
て
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
私
は
、
お
じ
さ
ん
が
差
し
出
し
た
チ
ャ
ー
ハ
ン
の
皿
を
押
し
頂
く
よ
う
に

受
け
取
っ
た
。
私
の
胸
に
熱
い
も
の
が
流
れ
る
の
を
感
じ
た
。

「
研
一
。
昨
日
の
晩
、
寝
て
な
い
ん
だ
ろ
う
。
家
に
帰
っ
て
眠
っ
て
お
い
で
。」

　母
に
促
さ
れ
た
。
眠
る
気
は
な
か
っ
た
が
、
身
の
回
り
の
も
の
を
少
し
持
っ
て
こ
よ
う
と
、
老
夫
婦
と
一
緒
に
か
つ

て
親
子
で
住
ん
だ
所
に
向
か
っ
た
。

「
研
ち
ゃ
ん
。
佐
知
子
さ
ん
の
こ
と
だ
け
ど
、
軽
い
後
遺
症
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
と
お
医
者
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
け

　ど
。」

「
そ
う
で
す
か
。
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
に
な
る
ん
で
す
ね
。」

　店
に
は
、
お
じ
さ
ん
の
字
で
、

「
都
合
に
よ
り
し
ば
ら
く
の
間
休
業
し
ま
す
。」

と
い
う
張
り
紙
が
し
て
あ
っ
た
。
母
の
店
は
、
母
の
お
い
し
い
手
料
理
と
優
し
い
人
柄
で
町
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
ら

し
い
。

　母
の
部
屋
で
入
院
生
活
に
必
要
な
も
の
を
ま
と
め
て
い
る
と
、
引
き
出
し
の
中
に
小
さ
な
包
み
が
あ
っ
た
。
私
名
義

の
通
帳
だ
っ
た
。
見
る
と
私
が
母
に
送
金
し
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
貯
金
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
私
の
芸
能
活
動
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
帳
も
出
て
き
た
。
何
度
も
何
度
も
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
の
だ
ろ
う
。
端
が
す
っ
か
り
め
く
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

岡
持
ち

料
理
を
出
前
す
る
際
に
用
い
る

箱
の
こ
と
。

ま
か
な
い

従
業
員
用
の
料
理
。

押
し
頂
く

高
く
さ
さ
げ
て
、
礼
儀
正
し
く

丁
寧
に
物
を
受
け
取
る
。

＊

＊

＊
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し
か
し
、
先
ほ
ど
通
っ
て
き
た
一
階
の
店
の
方
に
は
、
私
の
写
真
は
、
一
枚
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　病
院
に
戻
る
と
、
さ
っ
そ
く
見
舞
い
客
が
あ
っ
た
。
町
の
人
で
店
の
常
連
さ
ん
た
ち
だ
と
い
う
。
私
が
入
っ
て
い
く
と
、

「
え
っ
、
研
一
さ
ん
っ
て
。
俳
優
の…

…

。」

「
お
ば
さ
ん
、
何
に
も
言
わ
な
い
ん
だ
よ
。
何
で
だ
よ
。」

　母
は
黙
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
私
に
は
、
店
に
写
真
が
一
切
な
い
こ
と
の
理
由
が
分
か
っ
た
。
母
は
、
き
っ
と
私
の
俳

優
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
は
そ
ん
な
母
の
こ
と
を
気
に
掛
け
も
せ
ず
、
遠

く
離
れ
た
都
会
で
一
人
で
の
う
の
う
と
暮
ら
し
て
き
た
。

　見
舞
い
客
の
帰
っ
た
後
、
私
は
母
に
言
っ
た
。

「
母
さ
ん
、
東
京
で
一
緒
に
暮
ら
そ
う
。」

　母
は
、
首
を
振
っ
た
。

「
だ
っ
て
、
し
ば
ら
く
リ
ハ
ビ
リ
も
必
要
な
ん
だ
ろ
う
。
も
う
遠
慮
し
な
い
で
い
い
ん
だ
よ
。」

「
こ
の
町
が
い
い
ん
だ
よ
。」

　母
が
、
ぽ
つ
り
と
言
っ
た
。

　そ
の
言
葉
を
聞
い
た
老
夫
婦
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
。

「
研
ち
ゃ
ん
。
私
た
ち
は
ま
だ
元
気
だ
か
ら
、
私
た
ち
で
よ
け
れ
ば
、
佐
知
子
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
や
身
の
回
り
の
こ
と

　は
手
伝
う
け
ど…

…

。」

　お
ば
さ
ん
は
、
遠
慮
が
ち
に
申
し
出
た
。

　私
は
驚
い
た
。
確
か
に
長
年
世
話
に
は
な
っ
た
け
れ
ど
、
病
気
に
な
っ
た
母
を
お
願
い
し
ま
す
と
は
言
え
る
は
ず
が

な
か
っ
た
。

「
研
ち
ゃ
ん
、私
ら
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
さ
っ
き
見
舞
い
に
来
た
連
中
だ
っ
て
、ち
ょ
く
ち
ょ
く
の
ぞ
く
っ
て
、言
っ

　て
る
ん
だ
よ
。」

　嫌
が
る
母
を
東
京
に
連
れ
帰
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、母
の
こ
と
は
私
が
面
倒
を
見
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
母
は
、
こ
の
町
で
ど
ん
な
人
た
ち
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
大
人
に
な
っ
て
こ
の
町
で
暮
ら
し
て
い

な
い
私
に
は
分
か
ら
な
い
。
甘
え
さ
せ
て
も
ら
っ
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

　頭
を
上
げ
る
と
二
人
が
私
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
。
そ
の
目
は
優
し
か
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
母
と
ゆ
っ
く
り
話
し
合
っ
て
み
ま
す
。」

　私
は
、
た
だ
こ
の
言
葉
し
か
な
か
っ
た
。

　　ド
ラ
マ
の
撮
影
の
た
め
、
と
り
あ
え
ず
一
度
東
京
に
戻
ら
な
く

て
は
な
ら
ず
、
翌
日
私
は
駅
に
向
か
っ
た
。

「
研
一
。」

と
声
を
掛
け
ら
れ
て
振
り
向
く
と
、
中
学
校
の
同
級
生
の
雅
也
で

あ
っ
た
。

「
お
母
さ
ん
、
悪
い
ん
だ
っ
て
な
。
大
丈
夫
か
。」

　思
い
が
け
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
雅
也
と
は
、
特
別
仲
が
良
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
病
状
を
尋
ね
て
く
れ
る
。
そ
ん
な

ぬ
く
も
り
が
こ
の
町
に
あ
っ
た
の
か
。

　来
た
道
を
引
き
返
す
電
車
に
乗
っ
た
。
私
は
優
し
さ
に
包
ま
れ

て
い
た
。

　窓
か
ら
見
え
る
山
々
は
雪
を
残
し
て
い
る
が
、
柔
ら
か
い
光
が

当
た
っ
て
い
る
。
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感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
。
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支
え
合
い
共
に
生
き
る

他
の
ひ
と
が
や
っ
て
き
て

こ
の
小
包
の
紐

　ど
う
し
た
ら

ほ
ど
け
る
の
か
し
ら
と
言
う

他
の
ひ
と
が
や
っ
て
き
て
は

こ
ん
が
ら
か
っ
た
糸
の
束

な
ん
と
か
し
て
よ

　と
言
う

鋏
で
切
れ
い
と
進
言
す
る
が

肯
じ
な
い

仕
方
な
く
手
伝
う

　も
そ
も
そ
と

生
き
て
る
よ
し
み
に

こ
う
い
う
の
が
生
き
て
る
っ
て
こ
と
の

お
お
よ
そ
か

　そ
れ
に
し
て
も
あ
ん
ま
り
な

ま
き
こ
ま
れ

ふ
り
ま
わ
さ
れ

く
た
び
れ
は
て
て

あ
る
日

　卒
然
と
悟
ら
さ
れ
る

も
し
か
し
た
ら

　た
ぶ
ん
そ
う

沢
山
の
や
さ
し
い
手
が
添
え
ら
れ
た
の
だ

一
人
で
処
理
し
て
き
た
と
思
っ
て
い
る

わ
た
く
し
の
幾
つ
か
の
結
節
点
に
も

今
日
ま
で
そ
れ
と
気
づ
か
せ
ぬ
ほ
ど
の
さ
り
げ
な
さ
で

知

　命

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　茨
木
の
り
子

　私
た
ち
は
今
ま
で
、
多
く
の
人
た
ち
と
出
会
い
、

共
に
生
き
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
、
も
っ
と

も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
が
あ
る
こ
と
だ

ろ
う
。

　今
、
自
分
の
周
り
に
い
る
人
た
ち
と
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
よ
う
。

ひ
も

こ 

づ
つ
み

ち               

め
い

い
ば
ら  

ぎ

は
さ
み

が
え
ん

さ
と

そ

た
く  

さ
ん

い
く

人と支え合う
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